
本学の新型コロナウイルス感染症への対応

2020年6月末現在



危機事象対策本部による対応状況

関係部署と連携しつつ、機動的に対策を決定･実行

構成員：学長,全理事, 工学研究院長,情報工学研究院長,生命体工学研究科長,
教養教育院長,産業医

3月 ◎ 合同企業説明会（3.４～5）中止
◎ 一般入試後期日程試験（3.12）に係る対応及び公表
◎ 令和２年度 学位記授与式（3.25）の中止
◎ 本学主催イベント等の中止
◎ 海外渡航職員及び学生の把握
◎ 職員・学生から罹患者等が発生した場合の対応検討
◎ 外国からの入学予定者の把握及び対応

４月 ◎ 令和２年度 入学式（4.7）の中止
◎ 新入生オリエンテーション（分散開催）
◎ 前期の授業開始日を5.7に延期, 前期（1-2Q）の授業を原則遠隔授業にて実施
◎ キャンパス内への入構、課外活動の禁止（１Q終了まで）
◎ 教育職員の原則在宅勤務 事務職員・技術職員等は最小限のシフト勤務開始
◎ その他 緊急事態宣言発令に基づく対応

５月 ◎ 在学生への経済的支援（給付型，貸付型，授業料免除，アルバイト等）
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『危機事象対策本部』を設置（2020年2月17日）



遠隔授業実施スキーム

危機事象
対策本部

保健センター
 ３密対策の支援
 感染予防策の支援

教育企画室
 全学の教育関連
組織

 遠隔授業対応状
況共有

3月15日 日 オンライン講義事前検討1(メール)
3月30日 月 オンライン講義事前検討2(メール)
4月6日 月 オンライン講義事前検討3
4月7日 火 福岡県 緊急事態宣言発令
4月8日 水 休校措置、学長メッセージ 大学HP掲載
4月9日 木 在宅勤務(教員）、交替勤務（事務職員）スタート
4月10日 金
4月11日 土
4月12日 日
4月13日 月 遠隔授業の実施に係るアンケート開始（～4/20）
4月14日 火
4月15日 水 第１回遠隔授業支援WG(ビデオ会議)
4月16日 木 初心者向けMoodle講習会・午前・午後(ビデオ会議)

4月17日 金 遠隔授業説明会(ビデオ会議)
カウンセラー、ソーシャルワーカーからのメッセージ 大学HP掲載

4月18日 土
4月19日 日
4月20日 月 遠隔授業アンケートの集計
4月21日 火 中級者向けMoodle講習会(ビデオ会議)
4月22日 水 第２回遠隔授業支援WG

4月23日 木 初心者向けMoodle講習会・午前(ビデオ会議)
学長メッセージ 大学HP掲載

4月24日 金
4月25日 土
4月26日 日
4月27日 月

4月28日 火 中級者向けMoodle講習会・午前・午後(ビデオ会議)
第2回遠隔授業支援WG

4月29日 水

4月30日 木
初心者向けMoodle講習会・午前(ビデオ会議)
Moodle 1000人リモート一斉アクセス試験
遠隔授業科目の詳細、情報モラル 大学HP掲載

5月1日 金 保健センター医師による講義室の感染予防対策確認
5月2日 土
5月3日 日
5月4日 月
5月5日 火
5月6日 水
5月7日 木 遠隔授業開始
5月8日 金
5月9日 土
5月10日 日
5月11日 月
5月12日 火 教育企画室会議

5月13日 水 第３回遠隔授業支援WG
遠隔授業受講状況のアンケート開始

教員

学生

・講習会参加
・遠隔授業の教材作成

・アンケート回答
・遠隔授業受講
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情報基盤センター 学習教育センター

 遠隔授業実施に係るアンケート実施
 学生のネット環境
 教員の遠隔授業対応状況
⇒ 各部局の問題点、課題点を抽出

 遠隔授業実施のための講習会企画
 教員および学生向け

 遠隔授業実施科目の把握

● 遠隔授業の技術支援
 非常勤講師への対応

● 各種講習会実施
 遠隔授業モデルの例示

● 一斉負荷アクセス対応
 仮想資源増強
 パフォーマンス調整

● 初期設定講習会
 新入生(BYOD)向け

● 一斉負荷アクセス対応
 ネットワーク
 認証システム

飯塚サブWG

教養サブWG若松サブWG
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全学遠隔授業支援WG

質の高い教育の提供と
学生が安心して学修できる環境整備

遠隔授業
スケジュール



大変満足
26%

満足
40%

どちらとも
いえない
26%
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学長、全理事
工学研究院長

情報工学研究院長
生命体工学研究科長
教養教育院長
産業医

遠隔授業等実践事例
5/7 遠隔授業開始

▲工学部1年生「情報リテラシー」
必修科目

5/13～ 遠隔授業アンケート 5/31集計 3,259名 全学回答率 58％

遠隔授業アンケートの集計結果により、
受講状況や満足度について、良好に
実施されていることがわかる。
しかしながら、講義資料の受信や通信
環境の課題も明らかになり、今後対応
を進め、円滑な授業実施を図る。

▲Moodleによる講義資料掲載とZoom
を用いた解説を行う非同期・同期の併
用型授業を実施

設問⑧遠隔授業の満足度

大変満足
18%

満足
42%

どちらとも
いえない
32%

97％
（3,167）

設問①遠隔授業の受講状況
（遠隔授業を受けることができている）

同期型授業
の場合

非同期型授業
の場合

満足度

60％

満足度

66％

遠隔授業実施科目 学 部 275 科目（工学部 159科目・情報工学部 116科目）
（前期及び第１クォーター） 大学院 104 科目（工学府 39科目・情報工学府 37科目・生命体工学研究科 28科目）

ノートパソコン、Wi-Fiルータの貸出(7/1現在）
ノートパソコン ５名 Wi-Fiルータ 19名

（※学部生 1年98％ 2年71％ 3年61％）



学生とのオンラインで様々な取り組み
■学部１年生の交流会
工学部と情報工学部の１年生を
対象に、友達作りのきっかけの場
として、オンラインお昼休みを実
施しています。お昼ご飯を食べな
がら、自己紹介やお題に沿って自
由におしゃべりしてもらう企画

■海外留学シリーズ
海外留学を希望する学生を対象
に、海外留学を経験した先輩の体
験談や、海外と結んで語学研修の
紹介など、海外留学の魅力を発信
する企画

■海外留学相談会
海外留学を希望する学生を対象
に、zoomで面談を実施します。ど
んな海外派遣プログラムがある
か、費用や経済支援など、気軽に
相談

■zoom相談窓口
先輩学生がICT講義環境について
の質問に答えるzoom相談窓口を
開設

■工学部お昼休み参加型情報番組
工学部学生のみなさんを対象に、工
学部の同級生や先輩、先生方と接す
る場として、オンラインでの情報共
有スペース「TeamsCafe」を毎日配
信中

■附属図書館学生サポーターに
よる遠隔学習相談

学習支援をしている図書館学生サポー
ターが、遠隔授業期間中はMoodle上
で相談を受付中。チャットによるリア
ルタイム相談とフォーラム機能を利用
した質問掲示板があり

■情報工学部長の
YouTube「学部長だより」

安永学部長によるYouTubeによる履
修登録や遠隔授業の解説など学生へ
のメッセージ配信（6/30にvol.14を
配信）

■生命体工学研究科 留学生オンラ
インオリエンテーション

まだ来日できておらず不安を感じてい
るであろう留学生に、キャンパスの雰
囲気を感じてもらい、来日後にスムー
ズに日本の生活に馴染めるよう、情報
共有とネットワーク構築を目的に実施
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学長メッセージ ～慎重さと寛容な気持ちを持ち、結束して新たな未来づくりを～



本学独自の経済的支援

給付奨学金

後期授業料
免除

貸付制度
学内ワーク
スタディ

前期授業料
の徴収猶予

学資負担者の家計急変が急変し
た学生（留学生を含む。）の令
和２年度後期授業料を全額もし
くは一部免除する制度

後援会に加入している学生に
10万円を限度に無利子で
貸し付ける制度
・6月末日現在 2名貸付済

困窮している学生に返還不要
の奨学金5万円が給付される
制度(九州工業大学基金）
・5月末給付済み学生：96名
・6月末給付済み学生：48名
・第３弾を実施中

前期授業料の未納者
に対する徴収猶予

アルバイトができず生活苦の学生を
大学が雇用し、学部1年生のピアサ
ポートや遠隔講義の準備補助に従事
してさせ、給与を支給する。
・ピアサポーター 156名 雇用済
・遠隔準備補助者 132名 雇用済

学生支援緊急給付金 家計急変給付奨学金 緊急特別無利子貸与型奨学金
家庭から自立してアルバイト等により学費を賄っ
ている学生の修学継続が困難になっている場合に、
返還不要の給付金（20万円or10万円）が給付さ
れる制度

家計が急変した学生に返還不要の奨学金が
毎月給付され、授業料が全額もしくは一部
免除される制度

世帯収入やアルバイト収入等が大幅に減少
した場合に、緊急支援として無利子で第二
種奨学金の貸与が受けられる制度

（参考）日本学生支援機構の支援制度

学生の修学機会を確保
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予算規模
5,000万円

予算規模 (1Q)
1,400万円



課外活動再開への対応（部活･サークル･学生プロジェクト）

現状 4月6日より合宿、遠征、対外試合、演奏会、ライブ、イベント等はもちろんのこと、
学内外での課外活動（練習、ミーティング）についても禁止

活動
再開
準備

【リーダーシップセミナー開催】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大で課外活動も活動自粛を余儀なくされている中、
第2クォーター（6月30日）からコロナ対策に取り組んだ学生プロジェクトを含む課外活動団体から、
段階的に活動が再開できるよう大学としてもサポート。
その一環として、安全安心して活動が再開できるよう学校医によるオンラインでコロナ予防講習を
実施。
○6月10日（水） 日時：16時20分～17時20分 参加：86名
○6月11日（木） 日時：16時20分～17時20分 参加：60名 計 146名の参加者

活動
再開

活動計画書を提出し、対策が講じられている団体から6月30日以降順次活動を
再開する予定
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就職活動への対応

学生募集・就職活動への対応

3/4-5 学内合同企業説明会（申込企業700社以上）

⇒中止
3月下旬に合同企業説明会参加予定企業対象
パンフレット会（各キャンパス）を開催
※学生個々に都合の良い時間に自由に取りに行ってもらう形で実施

5/26 「2020年度 インターンシップガイド
ライン」を作成

5/29,6/3 オンライン就職セミナー
「就職スタート アップ講座」を開催

※3回開催、
参加学生860名以上

オンライン受験相談会を開催（5月-６月に３回）
本学に興味のある高校生・高専生、保護者、高校教員のみな
さまを対象に、Zoomを利用した個別受験相談会を開催
のべ約100組が参加（1組あたり30分）

オンライン オープンキャンパスを開催

他の国立大に先駆けての開催となり
多数のメディアに取り上げられた
◇5/3 17:20～

TVQ九州放送 ニュース
◇5/6 18:20～

KBC九州朝日放送「シリタカ」
◇5/4 読売新聞 筑豊版 掲載
◇5/18 朝日新聞 地方版 教育面 掲載
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5/30の回では個別相談に加え、全体説明会も開催（申込 約200名）
※次回開催日：6/21（全体10：30-11：30／個別12:00-17:00）

非対面でも本学の魅力を発信できる新規コンテンツを準備中

学生募集への対応

①いつでも閲覧できるWEB･動画コンテンツ
→学部･学科紹介、研究紹介、サークル紹介など
【公開日：工学部は8/1 / 情報工学部は7/1】

②２日間限定！対話型コンテンツ
→公開講義、受験相談会、学生による相談会など
【工学部8/9･10 / 情報工学部7/19･23】



学生への学長メッセージ
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